


【様式５】　　本人にとっての最善の利益に基づく代行決定に関するアセスメントシート

[bookmark: _GoBack]Ⅰ．概要　　□【様式　　　　】と同じにつき記載省略
	本　人
	
	記入者
	
	本人との関係
	

	テーマ
(課題となる意思決定)
	

	過去の支援状況
	□【様式１】添付　□【様式２】添付　□【様式３】添付　□【様式４】添付

	実施日
	　　　　年　　月　　日　　時　　分～　　時　　分　場所（　　　　　　　　　　）

	検討メンバー
	





Ⅱ．検討
	本人にとっての最善の利益を検討するための前提条件
※すべての条件を満たしている必要があります。
	□意思決定の期限が迫っており、これ以上決定を先延ばしできない。
⇒期限：　　　年　　月　　日まで
□後見人等による代行決定が及ぶ意思決定である。
□本人の好み・価値観その他本人にとって重要な情報が十分に得られている。
□本人が最善の利益の検討過程に参加・関与できる機会が考慮されている。

	代行決定に当たっての留意事項※チェックできない項目がある場合には、第１～第３原則に沿った支援ができていたかどうか、チームで再度検討してください。

	□結論が先にありきになっていない。
本シートが結論の後付けの根拠資料として使われていない。
□本人以外の関係者の問題を本人の問題としてすり替えていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□支援のしやすさを優先していない。
支援者のための根拠付けになっていない。
（サービスの利用を検討している場合のみ）
□サービス利用ありきになっていない。

	本人にとっての最善の利益の検討
考えうる選択肢の提示と比較検討　（本人の好み・価値観に近い順、自由の制約がより少ない選択肢から順に、本人の視点を踏まえてそれぞれの要素を検討してください。）　
	選択肢●：
	選択することのメリット
	選択することのデメリット

	

	


選択肢●：
	選択することのメリット
	選択することのデメリット

	

	



※選択肢はできる限り多く検討してください。

	結論：最善の利益に基づく代行決定の内容及びその理由
	代行決定の内容：

理由：



	モニタリング実施時期
	□３か月後　□６か月後　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）






【基本原則】
第５　①本人の意思推定すら困難な場合、又は②本人により表明された意思等が本人にとって見過ごすことのできない重大な影響を生ずる場合には、後見人等は本人の信条・価値観・選好を最大限尊重した、本人にとっての最善の利益に基づく方針を採らなければならない。
第６　本人にとっての最善の利益に基づく代行決定は、法的保護の観点からこれ以上意思決定を先延ばしにできず、かつ、他に採ることのできる手段がない場合に限り、必要最小限度の範囲で行われなければならない。
第７　一度代行決定が行われた場合であっても、次の意思決定の場面では、第１原則に戻り、意思決定能力の推定から始めなければならない。
